講座に関する各種ドキュメント
	
	様式名称（様式番号）
	記入・提出方法等

	１－１

運営関係

（受講者）


	受講者日報

（１－１－１）
企業見学・懇談会用受講者日報

（１－１－２）
	配　　布：フォーマットを講座開始時に講師よりデータ配布

提出時期：毎回の講座終了後

提出単位：各個人毎に1部

提出方法：

終了後各自でWORD作成し、1部をプリントア　　　　ウトし会場の専用提出箱に紙で提出。
加えて、データを担当講師へ提出。
※受講者日報は受講者評価対象外

	
	プロジェクト総括表

（１－１－３）


	配　　布：フォーマットを講師よりデータ配布
提出時期：９回目の講座終了後
提出単位：チーム毎に1部

提出方法：
チームで担当を決めて作成し、データを担当講師へ提出。


	１－２

運営関係

（講師）


	講師指導日誌

（１－２－１）
	毎回終了後に講師側にて実施した内容と全体講評を取りまとめてWORD上で記入し、添付ファイルで実施事務局へ提出。

	
	（プロジェクト評価表）

（１－１－３）


	受講者提出のプロジェクト総括表（様式１－１－３）に対して、講師側での全体講評を記入し、成果発表会前までに添付ファイルで実施事務局へ提出。

	２－１

評価関係

（受講者）

（講　師）


	理解度チェックシート

（２－１）


	配　　布：講師から都度データ配布

提出時期：単元終了毎（2回～3回に1回程度）
提出単位：各個人毎に1部

（担当講師へデータにて提出）

提出方法：

講師指定のタイミングで講師提示の到達目標に関する理解度自己評価を実施し担当講師へデータにて提出。

※受講者の自己評価に対しては講師側で別途妥当性評価を行う。

	
	スキル習得証明書

（見本）
	受講者の自己評価も基にしながら講師評価を行い、本コースとしての個人評価とします。

見本のようなスキル習得証明書をコース修了者に対して、成果発表会終了後に発行します。


※ 各様式フォーマットは、講師経由でデータにて受講者へ配布します。
様式１－１－１
受講者日報

提出日：２０１２年　　月　　日（　　）

	受講番号
	
	氏　名
	


●本日の講義の内容を振り返り、主な学習内容を３つまで簡単に箇条書きにしてください。

また、それらに対する理解度を３段階で自己評価し当てはまる番号を欄に記入してください。

（３．良くできた　　２．普通　　１．やや不安）
	学習内容の箇条書き（振り返り）
	自己評価（番号）

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	＜講義を受けてよく理解できなかった点がありましたら具体的にお聞かせください。＞




●今日の学習を振り返ってみて、本日の収穫や明日以降の抱負など感じたことを記入ください。

	


●講師へのメッセージ、研修運営面での要望などがあればお聞かせ下さい。

	


※受講番号の例：Ａクラスの1番の受講生はA01、Ｂクラスの1番の受講生はB01
様式１－１－２
企業見学＆懇談会　受講者日報

提出日：２０１２年　８月２４日（金）

	クラス
	
	受講番号
	
	氏　名
	



●本日の企業見学＆懇談会の感想・今後の抱負等を記入ください。　＜午前の訪問＞
	


●本日の企業見学＆懇談会の感想・今後の抱負等を記入ください。　＜午後の訪問＞
	


様式１－１－３
プロジェクト総括表
（１）体制

	プロジェクト名
	
	クラス
	

	作成日
	2012年　　　月　　　日
	担当講師

	

	作成者氏名
	
	
	

	プロジェクトリーダ
	氏名：
	学校・学年：

	プロジェクトメンバー
	氏名：
	学校・学年：

	
	氏名：
	学校・学年：

	
	氏名：
	学校・学年：

	
	氏名：
	学校・学年：

	プロジェクト期間
	　2012年　　　月　　　日（　　）～　　　月　　　日（　　）


（２）概要
	プロジェクトの目的


	

	開発システムの概要
	

	開発環境
	


（３）総括

	
	総括内容コメント
	講師評価（※講師記入）

	設計フェーズ
	●うまくいった点・工夫点／配慮点など
· 苦労した点、失敗した点

	

	開発フェーズ
	●うまくいった点・工夫点／配慮点など

· 苦労した点、失敗した点


	

	テストフェーズ
	●うまくいった点・工夫点／配慮点など

· 苦労した点、失敗した点


	

	プレゼンテーションフェーズ
	●うまくいった点・工夫点／配慮点など

· 苦労した点、失敗した点


	

	講師全体講評（※講師記入欄）

	


欄が不足する場合は各自表の拡張等を行ってください。
様式１－２－１
講師指導日誌

	　クラス

講師：
	2012年度　

IT業界体験インターンシップ
産学実践IT（MISA）

	
	指　　導　　内　　容
	指　　導　　所　　見

	第１回 

/
（　）
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	第２回 

/
（  ）
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	第３回 

/
（  ）
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	第４回 

/
（  ）
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	
	指　　導　　内　　容
	指　　導　　所　　見

	第６回 

/
（  ）
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	第７回 

/
（  ）
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	第８回 

/
（  ）
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	第９回 

/
（  ）
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


様式２－１
理解度チェックシート

提出日：２０１２年　　月　　日（　　）

	学校名
	

	受講番号
	
	氏名
	

	対象回
	第　　回～第　　回　講座　



※受講番号の例：Ａクラスの1番の受講生はA01、Ｂクラスの1番の受講生はB01
	チェックテーマ

（※講師記入）
	チェック項目（※講師記入）
	自己評価（割合）
	自己評価コメント
	講師評価（割合）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	特記事項

	


評価基準：大変良い/期待以上(100～90以上)，良い/期待レベル(90未満～80以上)，一歩足りない(80未満～60以上)，
まだまだ足りない(60未満～40以上)，全然足りない(40未満)
基準を参考に当てはまる割合を任意の数字で記入してください（0～100）
　　　　　　　　　
スキル習得証明書

人財　確保　殿

貴殿は「MISA・IT業界体験インターンシップ」において、ソフトウェアの企画構想から設計・開発テストまでの開発プロセスを経験するとともに、実践技術やプロジェクトの進め方などIT実務に必要な知識と技能を下記のとおり習得した事を証明します。

平成２４年ｘｘ月ｘ日
一般社団法人宮城県情報サービス産業協会　
会長　　　　石塚　卓美　　　　　印
コース名：IT企画開発・マネジメント実践コース（Bクラス）　（出席：５４時間）

担当講師：　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社）

講座の目的：プロジェクトの一連の流れをロールプレイング形式で行い、チーム形成の為の技術力をプロジェクトマネージメントの観点から学び、コミュニケーション能力を取得
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一般社団法人宮城県情報サービス産業協会　人財確保推進委員会


IT業界体験インターンシップ（産学協同実践的IT教育）








１．習得したスキルと理解度評価


・システム開発プロセス（理解度：８０％）


・システム開発の工程・手法　　・ロールプレイング





・設計（理解度：９０％）


・顧客とのレビュー　　・外部設計書の作成　　・詳細設計書の作成





・開発（理解度：７５％）


・製造（HTML、CSS、JavaScript）　　・単体テスト





・テスト・納品（理解度：７５％）


・システムテスト　　・顧客への納品及びレビュー　　・仕様書の変更


・ドキュメントの整理





２．IT開発マネジメントの推進


達成度：９０％（主導レベル：チームワークでの設計・開発を主導した）


・ 情報システム開発の一通りの流れを経験しチームとして成果を上げ、発表を行った。


・ 他校の学生を交えたチームでの情報システム開発プロジェクトを成し遂げた。





産学12- B11
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